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ホームページできました

自己負担額

１ヶ月あたりの費用の目安 小規模多機能

介

護

サ
!

ビ

ス

２８，１０７円

３，５６４円

２５，４９１円

１５，８７７円

７，２０２円
１０，８０３円

いつでも見学できますのでお気軽にお寄りください。

　携帯 　 ０８０－６９８５－６２５１

ご挨拶

そよかぜ タンポポの家では一人ひとりに合った
支援をしていく為に、

お年寄りの本当の思いや望みをくみ取ることが大

切だと考えています。
介護が必要になっても、安心できる環境の中で、
これまで築き上げてきた家族や地域社会との関係
を断ち切ることなく暮らし続けることを大切にし
ます。

※利用開始から３０日間または、３０日を超える

入院後の利用再開時は初期加算３１円／日

が加算となります。
※看護職員配置加算（Ⅱ）として７２３円／月が加算
となります。

※訪問体制強化加算として１，０３３円／月

総合マネージメント体制強化加算として

８２６円／月が加算となります。

※介護職員等処遇改善加算（Ⅱ）として合計単位数

の１４．６％が加算されます。
※月途中での契約の場合、利用開始日より日割
計算となります。

朝食４００円
昼食７００円
夕食７００円
おやつ１２０円

１日
１，９２０円

宿泊費
２,０００円

おむつ代

理美容代

など

みんなで植えたチューリップが咲きました
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　　　　　　　　　　　医療機関の相談窓口など

　　　　　　　　　　　利用している方の表情など

その２・・・自宅に２４時間・３６５日の安心を

その３・・・介護の「困った！」にお応えします

　054-255-1832

事業所となります。

ご質問やお問い合わせはお気軽に連絡ください。

ご利用はお住まいの市町村にある

担当：井出・本田

小規模多機能型居宅介護の特徴

その１・・・「思い」や「願い」を大切にします

その４・・・地域のみんなで考えます

紅葉を見に来ました

ひまわり畑でハイポーズ！

ご利用にあたっての　Ｑ＆Ａ

Ｑ．利用手続きは？

※利用するには、要介護認定が必要です。

最寄りの小規模多機能型居宅介護支援事業所

市町村の担当窓口

地域密着型サービスのため、

080-6985-6251

居宅介護支援事業所のケアマネジャー

事業所の雰囲気

地域包括支援センター

スタッフの対応

実際に説明を聞いてみましょう！

誰もが年をとっても介護が必要になっても、

住み慣れた地域の自宅で家族や親しい人たちと共に、最期

までその人らしい人生を送りたいと望んでいます。小規模多

機能型居宅介護は、そうした在宅での生活を送り続けたい

という高齢者や家族の願いに応えます。

小規模多機能型居宅介護は、利用者が可能な限り

自立した日常生活を送ることができるよう、

施設への「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や

利用者の自宅への「訪問」を組合せ、

家庭的な環境と地域住民との交流の下で日常生活上の

支援を行います。

通所介護（デイサービス）を中心に利用しながら、必要

に応じてショートステイや訪問介護を受ける事ができる

一種のセットメニューのようなサービスです

３種類の介護サービスを顔なじみのスタッフから受ける事

ができるため、人見知りしがちな方でも安心して利用でき

ます。

地域での暮らしは、地域の皆さんの支え合いなしには成り

立ちません。地域のいろんな人や様々な機関が手を結び、

支えていきましょう。地域の皆さんと小規模多機能型居宅

介護のつなぎ役として「運営推進会議」があります。地域の

人たちが集い、情報の交換や共有する事によって、自分た

ちが望む「暮らしやすい地域」を共に考えていきます。 １.相談する

２.事業所に行ってみる

３.納得したら契約
みんなで植えたチューリップが咲きました


